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１．概要（Summary） 

ドロップレットは微小な独立した反応場や観察場を提供

することから化学・生物学分野において広く利用されてい

る。本研究では、マイクロドロップレットの応用によってビ

ーカーでは困難である化学合成が可能となることに着目

し、ナノスケールでの化学反応への応用を目的としたサブ

ミクロンサイズのドロップレット生成デバイスを作製する。デ

バイスコンセプトとして、ドロップレット後方部をキャリ

アフローなどからの力より引き伸ばし(以下テーリン

グと呼ぶ)、それを分裂させることでマイクロ・ナノ

ドロップレットを生成することを提案する。ドロップレ

ッ ト 生 成 に は MEMS （ Micro Electro Mechanical 

Systems）技術が必要不可欠であるので、リソグラフィを

用いてデバイスの鋳型を作製する。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

 両面マスクアライナ 

 

【実験方法】 

このデバイスは、シリコン基板上に SU-8(化学増幅型ネ

ガ型レジスト)をスピンコート法により成膜し、UV 露光装置

に よ っ て パ タ ー ン を 転 写 し た 鋳 型 に PDMS 

（polydimethylsiloxane)を流し固めることにより作製した。

そのデバイスを用いて流体実験を行なった。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

 初期実験として、流速条件を変更して実験を行なっ

た。ドロップレット生成が観察されていることから、

デバイスの作製に成功したことが確認された。また、

流速によって微小ドロップレットの生成は異なり、元

のドロップレットより直接的に分割される場合とテ

ーリングが分割される場合の双方が観察されるパタ

ーンとテーリングの分割による生成のみが観察され

るパターンが確認された(Fig. 1)。 

 

 

 

 

 

 

Fig. 1 Microdroplets via carrier flow rate 

 

４．その他・特記事項（Others） 

本研究を進めるにあたり、ご指導いただきました早稲田

大学ナノ・ライフ創新機構研究院教授 関口哲志教授に

感謝いたします。 
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５．論文・学会発表（Publication/Presentation） 

なし。 

 

６．関連特許（Patent） 

 なし。 
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